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ＮＹマーケットレポート（2013 年 4 月 17 日) 
 

昨晩の NY 外国為替市場は、欧州市場の軟調な流れが一服し、ドル円・クロス円は序盤堅調

な動きとなりました。その後、「ECB は利下げに踏み切る可能性がある」とのドイツ連銀総裁の

発言や、欧米の株価が大きく下落していることを背景に、投資家のリスク回避の動きが強まり、

ドル円・クロス円は大きく下落する動きとなりました。そして、明らかにされた G20 の共同声明の

原案では、日本を名指ししておらず、牽制する内容に留めていることや、金融政策への批判を

日本がうまくかわすとの見方から円売りが優勢となり、円は主要通貨に対して軟調な動きとな

りました。ただ、ユーロは利下げの可能性が指摘されたことが影響して、主要通貨に対して上

値の重い動きが続きました。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 97.80  ユーロ/円 128.43  ユーロ/ドル 1.3125 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6258.79 -45.79 
ダウ INDEX 

FUTURE 
14591 -94 

仏 CAC40 3627.84 -57.95 
S&P500 

FUTURE  
1557.50 -11.20 

独 DAX 7552.08 -130.50 
NASDAQ  

FUTURE 
2806.50 -21.50 

(出所：ブルームバーグ) 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月ポーランド雇用率(前月比) -0.2％（予想 -0.2%・前回 -0.2%） 

3 月ポーランド雇用率 (前年比) -0.9％（予想 -0.9%・前回 -0.8%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月カナダ住宅価格指数（前年比） 0.4％（予想 -0.3%・前回 -0.2%） 

3 月カナダ住宅価格指数（前年比） 2.6％（予想 2.2%・前回 2.7%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

22：00 

IMF 金融安定化報告 

・「欧州の銀行資産の質に引き続き警戒必要」 

・「リスク選好の拡大が過大評価につながる恐れ」 

・「欧州とカナダで不動産に過熱の兆候」 

・「金融市場の中期的リスクは引き続き高い」 

・「世界的に潤沢な流動性のため資産価格が上昇する可能性高い」 

・「欧州の一部諸国では社債の 20％が持続不可能」 

・「金融緩和の長期化は副作用をもたらす恐れ」 

・「欧州の金融情勢は引き続き脆弱」 
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22：10 

≪ 要人発言 ≫ 

スタイン FRB 理事 

・「銀行への課徴金を支持、リスク抑制で」 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 14677.60 -79.18 

ナスダック 3235.59 -29.04 

(出所：ブルームバーグ) 

22：35 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁～講演 

・「現行ペースなら年末までに失業率 7％前半に」 

・「失業率重視の強調は非生産的になる可能性も」 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

カナダ政策金利発表 1.00％（予想 1.00%・前回 1.00%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

MBA（全米抵当貸付銀行協会）の住宅ローン申請指数は、前週比+4.8％となった。構成指数

の購入指数は+3.9％上げて 2010 年 5 月以来約 3 年ぶりの高水準を付けた。また、借り換え指

数も+5.2％となった。30 年固定金利型の住宅ローン金利は 3.67％（前週 3.68％）、15 年固定金

利型は 2.91％（前週 2.92％）となった。申請件数全体に占める借り換えの割合は 75％（前週

74.9％）。 

 

23：20 

バイトマン氏「ECB は新しい情報次第では利下げの可能性も」 
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23：30 

≪EIA 米週間在庫統計≫ 

原油在庫・・・・123 万バレル減少 

ガソリン在庫・・63.3 万バレル減少 

留出油在庫・・・236 万バレル増加 

 

23：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、米金融大手バンク・オブ・アメリカが発表した決算が市場予想を下回った

ことを受け、米企業業績の改善を見込んでいた投資家の失望売りを誘った。欧州の主要市場

が軟調な動きとなったことを嫌気した売りも出た。 

 

0：05 

≪ 要人発言 ≫ 

セントルイス連銀総裁 

・「インフレ鈍化継続すれば、資産買い入れペースの加速に前向き」 

・「デフレを懸念していると言うには時期尚早」 

・「米 FRB、必要に応じ資産買い入れ拡大する能力ある」 

欧州主要株 終値 前日比 

英 FT100 6244.22 -60.37 

仏 CAC40 3599.23 -86.56 

独 DAX 7503.03 -179.55 

ストック欧州 600 指数 283.73 -4.43 

ユーロファースト 300 指数 1147.76 -18.10 

スペイン IBEX35 指数 7803.00 -145.70 

イタリア FTSE MIB 指数 15383.76 -149.28 

南ア アフリカ全株指数 37801.67 -627.99 
(出所：ブルームバーグ) 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、世界経済の減速懸念によって投資家がリスク回避姿勢を強め、主要株価

は 4 営業日続落となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 14607.40（-149.38）、 S&P500 1551.51（-23.06）、 ナスダック 3201.02（-63.61） 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

午前の債券市場は、主要な米経済指標の発表がなく手掛かり材料に乏しい中、欧米株の下

落を受けて投資家のリスク回避志向が強まり、安全資産とされる米国債に資金を避難させる

動きが先行した。 

午前の利回りは、30 年債が 2.87％（前日 2.91％）、10 年債が 1.69％（1.72％）、7 年債が 1.11％

（1.14％）、5 年債が 0.69％（0.70％）、3 年債が 0.33％（0.34％）、2 年債が 0.22％（0.23％）。 

 

≪ここまでの欧州のポイント≫  

①スロベニア政府は入札を実施し、計画の 2 倍以上の額を調達した。先週の入札では発行額

が目標に達せず、救済要請の憶測が出ていた。政府は 18 ヵ月物証券 11 億ユーロ（約 1420

億円）を発行し、平均落札利回りは 4.15％（前回 3.99％）、政府は 5 億 1070 万ユーロの国

債買い戻しも実施。予定は最大 8 億 5500 万ユーロだった。 

②ポルトガル政府は入札を実施し、12 ヵ月物証券を 15 億ユーロ（約 1930 億円）発行。借り入

れコストは 前回から上昇した。2014 年 4 月償還債の平均落札利回りは 1.394％（前回

1.277％）、応札倍率は 2.1 倍(前回 2.3 倍)となった。また、2 億 5000 万ユーロ相当の 2013

年 7 月償還の 3 ヵ月物証券の平均落札利回りは 0.743％(前回 0.757％)、応札倍率は 4.8

倍（前回 3.9 倍）だった。目標額は計 15 億-17 億 5000 万ユーロだった。 

③英中銀は、今月 3、4 日の MPC（金融政策委員会）の議事録を公開した。資産購入枠を 3750

億ポンド（約 56 兆円）で維持することを 6 対 3 で決めが、キング総裁は 3 ヵ月連続で購入枠

拡大を主張、また、マイルズ委員とフィッシャー委員が資産購入枠の 250 億ポンド拡大を主

張した。大半のメンバーは物価リスクを考慮し慎重な姿勢を続けた。政策金利を過去最低

の 0.5％に据え置くことについては、MPC メンバー9 人全員が支持した。 

④英政府統計局が発表した国際労働機関基準の昨年 12 月-今年 2 月の失業者数は+7 万人

の 256 万人。増加幅は 2011 年 11 月以来の最大となった。同基準での失業率は 7.9％に上

昇。12 年 11 月-13 年 1 月は 7.8％だった。失業保険申請ベースの 3 月の失業者数は、前
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月比-7000 人の 153 万人となった。給与の上昇率は 1％と、2 月の 1.3％を下回り、統計開

始の 2001 年以来最低だった。賞与は減少し、これに伴って賃金全体の上昇率は 0.8％と、

2009 年以来の低水準になった。賃金の伸びも鈍化し、景気低迷の中で脆弱な雇用市場を

浮き彫りにした。 

⑤ドイツ政府は入札を実施し、10 年物国債の平均落札利回りは過去最低の 1.28％となった。

政府は 33 億 5000 万ユーロ（約 4300 億円）相当を投資家に割り当てた。データによると、応

札額は 52 億 3000 万ユーロ。発行額の最大目標は 40 億ユーロだった。 

 

≪米地区連銀経済報告≫ 

・「5 地区連銀が緩やかな成長を報告」 

・「2 地区連銀が成長ペースのわずかな加速を報告」 

・「個人消費は緩やかに成長」 

・「小売り業者は当面、売り上げ増加が続くと予想」 

・「緩やかな成長、住宅と自動車が牽引」 

・「住宅価格は多くの地域で上昇」 

・「雇用状況は変わらず、あるいは改善」 

・「大部分の地区が不動産の著しい改善を指摘」 

・「賃金の上昇圧力は引き続きわずか」 

 

3：40 

NY 金は、中心限月が前日比 4.70 ドル安の 1 オンス＝1382.70 ドルで取引を終了した。 

 

4：15 

NY 原油は、中心限月が前日比 2.04 ドル安の 1 バレル＝86.68 ドルで取引を終了した。 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1382.70 -4.70 

NY 原油 86.68 -2.04 
(出所：ブルームバーグ) 

≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、ドルがユーロなどに対して上昇したことから、ドルの代替資産とされる金を売る動き

が優勢となった。ただ、最近の相場下落を受けて値頃感からの買いも入り、下げ幅は限定的と

なった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、米石油統計で石油精製品の在庫が市場予想に反して大きく増加したことから売り

が先行した。また、ドルがユーロなどに対して上昇したことから、ドル建て原油の割高感が出た

ことも圧迫材料となった。終値としては昨年 12 月中旬以来、約 4 ヵ月ぶりの安値水準となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

米主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 14618.59 -138.19 14756.78 14560.81 

S&P500 種 1552.01 -22.56 1574.57 1543.69 

ナスダック 3204.67 -59.96 3236.97 3186.07 
(出所：ブルームバーグ) 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は米金融大手金融の決算が市場予想を下回った事を受け、米企業業績の改善を

見込んでいた投資家の失望売りから主要株価は軟調な動きとなった。また、欧州の主要市場

が大きく下落したことも圧迫材料となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時

前日比 195 ドル安まで下げる場面もあった。その後は安値圏でのもみ合いの展開が続いた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 98.06  98.28  97.22  

EUR/JPY 127.77  128.95  126.44  

GBP/JPY 149.46  149.74  148.13  

AUD/JPY 100.95  101.58  99.91  

NZD/JPY 82.74  83.21  81.98  

EUR/USD 1.3030  1.3147  1.3001  

AUD/USD 1.0294  1.0353  1.0277  
(出所：ブルームバーグ) 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、欧州市場の軟調な流れが一服し、序盤のドル円・クロス円はやや戻す動き

となった。しかし、ECB の利下げの可能性が指摘されたことや、欧米の株価が大幅下落となっ

たことから、リスク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。しかし、午後

に入ると、ドルが主要通貨に対して底固い動きとなり、対円では大きく反発する動きとなった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 
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